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循
環
型
社
会
と
は
、
廃
棄
物

な
ど
の
発
生
を
抑
え
、
天
然
資

源
の
消
費
量
を
減
ら
し
、
環
境

へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り
少
な

く
す
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

大
量
に
資
源
を
使
っ
て
た
く

さ
ん
も
の
を
作
り
、
い
ら
な
く

な
っ
た
ら
捨
て
る
と
い
、
大

量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
断
ち

切
り
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
資
源
や

も
の
を
大
切
に
使
う
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

循
環
型
社
会
と
は
、
ゴ
ミ
そ

の
も
の
の
発
生
を
抑
え
、
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
て
い
た
も
の
を
再

使
用
し
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
す
る

も
の
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
源

の
消
費
を
抑
え
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
し
ま
す

　

左
の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
循

環
型
社
会
の
も
の
の
流
れ
を
み

る
と
ゴ
ミ
が
資
源
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
「
環
」
の
よ
う
に
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
て
い
く
の
が
わ
か

り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
地
球
の
た
め
に

で
き
る
ゴ
ミ
に
関
す
る
行
動
に

は
よ
く
３
つ
の
Ｒ
を
使
っ
て
表

さ
れ
ま
す
。こ
の
３
つ
の
Ｒ
は
、

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
の
環
境
行

動
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

３
つ
の
Ｒ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
リ
デ
ュ
ー
ス
」「
リ
ユ
ー
ス
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
頭
文
字
を

取
っ
た
も
の
で
す
。

■
リ
デ
ュ
ー
ス(R

educe)

⇨

ゴ
ミ
そ
の
も
の
を
減
ら
す

■
リ
ユ
ー
ス(R

euse)

⇨
何
回

も
繰
り
返
し
使
う

■
リ
サ
イ
ク
ル(R

ecycle)

⇨

分
別
し
て
再
び
資
源
と
し
て
利

用
す
る

　

こ
こ
で
、
こ
の
３
つ
の
Ｒ
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
ま
す
。

　
「
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
で
き

る
だ
け
も
ら
わ
な
い
」「
必
要

以
上
に
物
を
買
わ
な
い
」「
物

を
大
切
に
使
う
」
な
ど
の
行
動

ゴ
ミ
減
量
の

　
　
　

合
言
葉

美
し
い
地
球
環
境
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
、
経
済
社
会
活
動
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、「
循
環
型
社
会
」

を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ

減
量
に
向
け
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

リデュース
(Reduce)

リユース
(Reuse)リサイクル

(Recycle)

生産
（製造・流通など）

処理（リサイクル、焼却など）

熱回収

適正処分

天然資源の投入

天然資源の
消費の抑制

①発生抑制

リデュース

ゴミを減らす

消費・使用

廃棄

③再生利用
リサイクル

再び資源とし
て利用する

②再利用
リユース

繰り返し使う
最終処分（埋立）

地
球
に
優
し
い
循
環
型
社
会

ゴ
ミ
減
量
の
３
つ
の
Ｒ

■循環社会の流れ

リ
デ
ュ
ー
ス
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を
通
じ
て
、
ゴ
ミ
そ
の
も
の
を

減
ら
す
取
組
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
余
分
な
包

装
を
断
る
」「
マ
イ
バ
ッ
グ
を

携
帯
し
、
必
要
以
上
に
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
」「
ば
ら
売
り

や
量
り
売
り
で
必
要
な
分
だ
け

買
う
」な
ど
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
一
度
つ
く
っ
た
も
の
を
何

回
も
繰
り
返
し
使
う
こ
と
」「
自

分
が
い
ら
な
く
な
っ
た
も
の

を
、
そ
れ
が
必
要
な
他
の
人
に

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
な
ど
、

再
利
用
す
る
取
組
で
す
。

　

具
体
的
に
は
「
飲
料
び
ん
な

ど
を
回
収
し
、
再
利
用
す
る
」

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
活
用

す
る
」「
イ
ベ
ン
ト
で
使
い
捨

て
容
器
で
は
な
く
リ
ユ
ー
ス
食

器
を
使
う
」
な
ど
で
す
。

　

資
源
と
な
る
も
の
を
分
別
回

収
し
、
も
う
一
度
資
源
と
し
て

活
用
し
た
り
、
焼
却
時
に
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
、

他
の
も
の
に
転
用
し
て
使
う
こ

と
で
資
源
と
し
て
再
び
活
用
す

る
取
組
で
す
。

　

個
人
の
取
り
組
み
と
し
て

は
「
き
ち
ん
と
分
別
し
て
か
ら

集
積
所
に
出
す
」「
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
古
紙
か
ら
つ

く
っ
た
製
品
を
選
ぶ
」「
生
ゴ

ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
堆

肥
化
す
る
」
な
ど
で
す
。

　

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本

法
と
い
う
法
律
で
、
行
政
、
事

業
者
、
そ
し
て
国
民
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
出
す
人
の

責
任
と
生
産
者
の
責
任
が
明
確

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ゴ
ミ
を
排
出
す
る
人
の
責
任

　

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
全
員
が
、

そ
の
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
処

分
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
に

分
別
す
る
こ
と
、
事
業
者
が
そ

の
ゴ
ミ
の
処
理
を
自
ら
行
う
こ

と
な
ど
で
す
。

■
生
産
者
の
責
任

　

も
の
を
作
る
人
や
販
売
す
る

人
が
、
も
の
が
ゴ
ミ
に
な
っ
た

後
ま
で
一
定
の
責
任
を
負
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
リ
サ
イ
ク

ル
や
処
理
が
し
や
す
い
よ
う
に

材
質
を
工
夫
し
た
り
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
も
の
の
特
性
に
応
じ
て

そ
の
引
き
取
り
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
の
う
ち
、
生
ゴ
ミ
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
生

ゴ
ミ
を
減
ら
せ
ば
、
可
燃
ゴ
ミ

は
大
き
く
減
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
生
ゴ
ミ
処
理
機

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
家

庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
量
も
少
な

く
な
り
処
理
物
を
肥
料
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
園
芸
や

家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

　

町
で
は
そ
ん
な
生
ゴ
ミ
処
理

機
の
購
入
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】
▽
生
ゴ
ミ
を
堆

肥
化
す
る
電
気
式
処
理
機
▽
生

ゴ
ミ
を
分
解
消
滅
す
る
電
気
式

処
理
機
▽
生
ゴ
ミ
を
乾
燥
減
量

化
す
る
電
気
式
処
理
機

【
補
助
金
の
額
】
生
ゴ
ミ
処
理

機
１
基
あ
た
り
本
体
価
格
の
１

／
２
（
上
限
２
万
５
千
円
）

※
申
請
し
て
交
付
決
定
後
、
機

器
を
購
入
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
２
ま
で

リ
ユ
ー
ス

リ
サ
イ
ク
ル

「
作
る
人
」「
使
う
人
」
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
と
義
務

8
2011

　最近リサイクルステーションに、
資源品目外の物が多く出されてい
ます。危険物が混入していると、
再資源化ができないほか、事故な
どの原因になります。
　また、ステーション内が整理さ
れず乱雑になっている時が見受け
られます。次の人のためにも、整
理整頓を心がけましょう。

リサイクルステーションを
キレイにお使い下さい

　事務所や店舗などの事業活動に
伴って出るゴミは、量や質にかか
わらず「事業系ゴミ」として扱わ
れます。事業系ゴミは事業者の責
任で、自ら処理することが義務づ
けられています。
　事業系ゴミは家庭ゴミとは異な
り、町では収集しません。

事業系ゴミは回収しません

▲乱雑に資源ゴミが置かれたリサイクルステー
ション内。ステーション内はゴミの種類によっ
て出し方が指定されています。

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
活
用
し
よ
う
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農
地
の
所
有
者
・
管
理
者
は
日
頃
か

ら
適
度
な
草
刈
や
耕
起
を
し
て
、
農
地

の
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

遊
休
農
地
と
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
、
草

刈
り
な
ど
適
切
な
管
理
を
10
月
ま
で
に

行
っ
て
下
さ
い
。

■
確
認
事
項

・
違
反
転
用
の
有
無

・
農
地
転
用
許
可
案
件
の
履
行
状
況

・
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

く
利
用
権
設
定
等
農
地
の
状
況

・
農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

新
た
な
農
地
法
が
平
成
21
年
12
月
15

日
に
施
行
さ
れ
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
年
間
を
通
し
て

取
り
く
み
ま
す
が
９
月
～
11
月
を
農
地

管
理
強
化
月
間
と
定
め
、
10
月
上
旬
に

一
斉
利
用
状
況
調
査
を
農
業
委
員
が
地

域
を
巡
回
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
保
全
管
理
地
は
あ
ら
か
じ
め

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

な
く
そ
う
遊
休
農
地
！
な
く
そ
う
違
反
転
用

農
地
の
貸
借
、
斡
旋
し
ま
す

　

町
農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
効
率
的

な
利
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
農
地
の
斡

旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
「
貸
し
た
い
」「
借
り
た
い
」

と
い
う
情
報
を
一
カ
所
に
集
め
る
こ
と

で
、
農
地
の
貸
借
を
円
滑
に
進
め
、
農

地
を
効
率
的
に
利
用
し
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
各

地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
農

業
委
員
会
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
５
７

　農地は、一度、無断で転用されてしまうと簡単には
農地に戻せなくなってしまいます。
　無断転用や、計画どおりに転用されてない場合は、
工事の中止や原状回復が命じられます。さらに無断転
用した場合は、懲役３年または 300 万円以下（法人は
１億円以下）の罰金の適用もあります。
　たとえ、使用していたのが業者だとしても、農地所
有者としての責務があり、多額の費用を負担し、原状
回復しなければならない場合もありますのでご注意下
さい。

▲昨年度農地パトロールの様子

  
農
業
委
員
会
だ
よ
り

あ
な
た
の
農
地
は
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
か

 

違
反
転
用
自
己
申
告

               

（
改
善
）

 

違
反
転
用
改
善

 

違
反
転
用
指
導

 

是
正
指
導
改
善

 

是
正
指
導

■
�
�
�
�
22
年
度
改
善
件
数

６
件件

６
件件

16
件

２
件件

２
件件

農地の無断転用は厳しい罰則があります有害鳥獣防除用資機材の購入に
対しての補助について

　有害鳥獣からの農作物被害を防ぐため、電気
柵やネットなどの資材を購入し、設置する方を
対象に、購入資機材費を次のとおり補助します。

【補助上限】購入資機材費の１/2（上限 30 万）
※市川三郷町内の農地のみ対象

【申し込み・問い合わせ】

　町産業振興課農林係☎ 055-240-4157
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　市川三郷町国際交流協会では日常会話を中心と
した、わかりやすい英会話教室を開催しています。
お気軽にご参加下さい。

【日程・場所】

９月から来年５月まで（12 月を除く）
  ■三珠地区　毎週火曜日（小学生Ａ・Ｂクラス）
ふるさと交流センター和室

  ■市川大門地区　毎週水曜日（小学生Ａ・Ｂクラス、
一般初級クラス）市川大門町民会館視聴覚室
  ■六郷地区　毎週木曜日（小学生Ａ・Ｂクラス）
六郷町民会館会議室

【クラス・時間】

 ■小学生Ａ（１～３年生）18:00 ～ 15:50
 ■小学生Ｂ（４～６年生）19:00 ～ 19:50
 ■一般初級（英会話初級者）20:00 ～ 21:00

【受講料】

小学生Ａ・Ｂクラス　前期・後期各 6,000 円
一般初級クラス　前期・後期各 8,000 円
※全クラスとも前期・後期各 1,000 円ずつ別途
テキスト代が必要です。

※半期分の受講料とテキスト代を、９月と２月に
口座振込にて前納願います。なお、途中退会の場
合も受講料・テキスト代は返金できません。

【受講内容】

小学生Ａ　ゲームや遊び中心
小学生Ｂ　ゲーム、遊び、簡単な日常英会話
一般初級　日常英会話中心
※講師は契約の関係上、途中で変更になる場合が
ありますのでご承知おき下さい。

【申し込み】

申込用紙に必要事項を記入し、町国際交流協会事
務局まで提出して下さい。
※申し込み書は教育委員会に設置してあります。
または町ＨＰからダウンロードして下さい。

【問い合わせ】

町国際交流協会事務局［担当・北川］（町教育委員
会内）☎ 055-272-6093　FAX055-272-3813
メール　kyoiku-s3@town.ichikawamisato.lg.jp

【申し込み締切】

８月 31 日 ㈬ まで

英語好き集まれ！ 英会話教室受講生募集

　町では、歴史ある紙の町にふさわしい書道文化の向上
を目指し、第 18 回大門碑林全国書道展を開催致します。
次のとおり皆様からの応募をお待ちしております。

【出品資格】▽１部（幼児・小学生・中学生）▽２部（高
校生・大学生・一般）

【テーマ】『絆』～みんなの笑顔～
【課題】▽１部（半紙・楷書）▪幼児「あい」▪小１「え
がお」　▪小２「つたえる」▪小３「助けあい」▪小４「交
流」▪小５「町の再生」▪小６「共生社会」
▽２部（半紙・行書）▪中１「温情」▪中２「家族の絆」
▪中３「奉仕活動」
（半紙・書体自由）▪高校生・大学生・一般「博愛精神」
【出品料】１点につき400円（郵便局の払込書で口座番
号00410-3-13560「大門碑林公募展」へ振込み）

【出品方法】▽学校名、氏名を鉛筆で裏面右側に記入（表
面は無記入）▽半紙縦長に縦書とし、所定の出品票に
記入の上、直接持参か郵送▽作品、出品票の名前には
必ずふりがなを振る（出品票はホームページからダウン
ロードできます）▽作品は一人１点のみ▽推薦以下の作
品は返却いたしません

【締切】９月２日㈮必着
【展示】10月30日㈰～11月27日㈰「ひらしお源氏の館」
【問い合わせ・送付先】〒409-3601市川三郷町市川大門
1790-3大門碑林全国書道展事務局（市川三郷町教育委
員会内）☎055-272-6094

「
第
18
回
大
門
碑
林
書
道
展
」
作
品
募
集

　山梨県では、住民組織やＮ
ＰＯが地域の高齢者などへの
見守り支援活動を目的とする
取り組みに対し支援します。
支援の対象となる内容は、新
規に立ち上げる事業で、高齢
者などが普段気軽に立ち寄れ
る居場所作りなどで、組織や
ＮＰＯによる先駆的パイロッ
ト的な事業が対象です。
　該当となる関係者の相談に
応じますので、町福祉支援課
包括支援係☎ 055-272-1106
までお問い合わせ下さい。

【締め切り】8 月末日

地
域
支
え
あ
い
体
制
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
す
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市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
「
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

ジ
ェ
ク
ト
23
」
�
�
�
�
男
女
共
同

�
�
�
�
男
女
共
同

参
画
を
題
材
に
�
た
川
柳
（
標
語
）

を
募
集
�
ま
す
。

　

川
柳
は
俳
句
�
違
っ
�
�
心
に
思

い
つ
�
ま
ま
の
言
葉
を
5
・
7
・
5

の
17
音
に
並
べ
る
だ
け
で
�
季
語
な

ど
の
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
応
募
下
さ
い
。（
応
募
作

品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は

主
催
者
に
帰
属
�
ま
す
。）

【
�
�
�
�
】

�
�
�
�
】】
は
が
き
�
ま
た
は
�
は
�

稿
用
紙
等
に
�
作
品
・
�
�
�
�
・

に
�
作
品
・
�
�
�
�
・

�
作
品
・
�
�
�
�
・

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
�
�
を
明
記
�
�
�
�
�
�

送
�
�
�
�
�
�
�
�
�
で
ご
応
募

�
�
�
�
�
�
�
�
で
ご
応
募

�
�
�
�
�
で
ご
応
募

�
�
�
�
で
ご
応
募

で
ご
応
募

下
さ
い
。。

※
�
�
�
�
に
つ
い
�
は
推
進
�
�

�
�
�
�
に
つ
い
�
は
推
進
�
�

を
す
る
上
で
使
用
さ
せ
�
い
た
だ
き

ま
す
が
�
そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使

用
�
ま
せ
ん
。

【
�
�
�
�
】

�
�
�
�
】】
町
内
に
居
住
若
�
�

は
通
学
�
通
勤
す
る
小
学
生
以
上

【
�
�
】

�
�
】】
８
��
31
日
�
�
�

�
�
�
�
�

【
�
�
】

�
�
】】
市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
�
主
催
者
が
委
�
�

�
主
催
者
が
委
�
�

主
催
者
が
委
�
�

た
審
査
員

【
�
�
】

�
�
】】
11
�
頃
�
広
�
な
ど
で
発

表
�
ま
す
。
ま
た
表
�
�
を

表
�
�
をを
10
�
下下

旬
に
�
�
�
�
い
ま
す
。

に
�
�
�
�
い
ま
す
。。

【
問
い
合
わ
せ
・
�
出
�
】

�
出
�
】】

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
� 

市
川
三
郷

町
市
川
大
門
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�� 

企
画

課
企
画
政
策
係
�
�
�
�（
�
�
�
）

�
�
�
�（
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
（
�
�
�
）

�
�
�
（
�
�
�
）

�
�
�
� 

�
�
�
�kikaku@

tow
n.ichikaw

am
isato.lg.jp

【
�
の
�
】

�
の
�
】】
入
選
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
�
ま
す
。
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
も
で
もも

詳
細
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

ホ
�
ム
ペ
�
ジhttp://w

w
w

.tow
n.

ichikaw
am

isato.yam
anashi.jp/

川
柳
（
標
語
）

コ
ン
テ
ス
ト

輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

作 

品 

募 

集

昨年度、上位３賞の入選作です。（学校名、学年は当
時のもの）

育
休
で 

育
児
の
重
さ
を 

知
っ
た
父

教
育
委
員
長
賞

六
郷
中
３
年　

内
藤 

建

家
事
を
す
る 

父
の
背
中
が 

ほ
こ
ら
し
い

教
育
委
員
長
賞市

川
高
校
１
年　

田
村 

雄
二

父
の
家
事　

母
の
心
の　

サ
ポ
ー
タ
ー

大
会
大
賞

市
川
高
校
１
年　

小
澤 

眞
正

パ
パ
だ
っ
こ 

ほ
ら
赤
ち
ゃ
ん
が 

わ
ら
っ
た
よ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
長
賞

六
郷
小
３
年　

都
築 

舞
夏

パ
パ
と
マ
マ 

家
事
を
分
け
愛 

助
け
愛

教
育
委
員
長
賞

上
野
小
６
年　

雨
宮 

里
菜

お
父
さ
ん 

レ
シ
ピ
片
手
に 

料
理
す
る

三
升
会
長
賞

市
川
小
６
年　

渡
辺 

萌
絵

お
弁
当　

作
る
父
の
目　

う
れ
し
そ
う

三
升
会
長
賞

市
川
高
校
１
年　

河
西 

直
子

キ
ッ
チ
ン
で 

は
じ
め
て
見
せ
る 

父
の
味

三
升
会
長
賞

三
珠
中
学
３
年　

深
沢 

陸

▼入賞作品は短冊に装丁され展示されます
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▪
最
優
秀
賞

　

そ
の
勇
気　

生
き
る
力
に　

か
え
て
み
て
！

市
川
香
代
子

▪
入　

賞

　

生
き
て
こ
そ　

明
る
い
未
来
に　

続
く
道

村
松　

武
仁

　

あ
な
た
の
命 

尊
い
命 

産
ま
れ
て
来
た
事 

生
き
る
事

渡
邊　

惠
美

　

迷
う
日
も
あ
り
ま
し
た
。
生
き
て
て
よ
か
っ
た
。
88
年

齊
木　

富
子

　

話
し
て
ほ
し
い
悩
み
事　

あ
な
た
の
事
が
大
切
だ
か
ら

小
林　

光
祐

　

苦
し
み
も
楽
し
み
も　

生
き
て
い
な
け
り
ゃ
わ
か
ら
な
い

笠
井　

彰

　

絶
対
に　

一
人
だ
な
ん
て　

思
っ
ち
ょ
し

　
　
　
　
　

私
が
い
る
じ
ゃ
ん　

あ
な
た
の
味
方

芦
澤　

和
美

　

ま
け
な
い
で　

命
が
あ
れ
ば　

あ
す
が
あ
る

長
田　

翔
馬

　

消
さ
な
い
で　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

尊
い
命土

橋　

和

　

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
何
と
か
な
る
さ　

話
し
て
ご
ら
ん

　

都
築　

憲
彌

自殺防止に
つながる
「標語」
入選作

『あなたの心、元気ですか？」

　町では、自殺やうつ病の問題について理解を広げ、自殺を予防し減らしていく
ことができるよう、『自殺防止につながる標語』を募集しました。
　応募総数 83 点と多くの応募をいただき、市川三郷町健康づくり推進協議会にお
いて厳正なる審査の結果、最優秀賞１点、入賞９点を決定しました。
　入選作品は以下のとおりです。（順不同・敬称略）

ひとりで悩まないで！
ＤＶ及び自殺予防相談窓口

（こころの相談ダイヤル）

　１人では抱えきれない悩みや苦しみを、誰かに
相談してみることで解決するかもしれません。さ
さいなことでも構いません。相談員にあなたのこ
ころの苦しみをお話し下さい。

※相談内容は秘密厳守されますのでご安心下さい。

☎ 0556-32-1300
【時間】平日 AM9:00 ～ PM4:00

【場所】六郷庁舎内いきいき健康課

『自殺防止につながる標語』入選作発表

※入選作品は、ＨＰにも掲載する他、町の自殺防止に関する啓発材料として幅広く活用させていただきます。
※ 募集要綱では、最優秀賞１点、優秀賞２点、入賞５点の予定でしたが、選考の結果、入賞が９点となりました。

問いきいき健康課☎ 0556-32-2114


